
部会名 防災減災部会 会議名

日付 令和4年6月17日 場所 鶴嶺東コミセン 記入者 坪井

・全体防災訓練は11月13日に決定。

・茅ヶ崎市防災対策課の提案に基づき各自治会は次の事項を再確認する。

               ・安否確認及び避難場所の見学を実施し各防災リーダーと市防災対策課との

                 事前顔合わせをしておくべきと考える。

               ・現場情報を各自治会でまとめた情報を一括し市の防災に報告する、

                 又、流れを確立しておくと市防災からの対応が正確かつスムースになる。

               ・市の防災課にまとめて報告する際、各自治会が担当している拠点どおしの

                 横のつながりをどの様な形にするか決めたい。

            ・情報伝達の方法として各組⾧に無線機をあずけ班⾧から組⾧へ連絡し

               /  避難場所の指示する方法が良い。

              ・有事の際、安否確認、人的物的弊害等の役割分担の責任者を設置

                     するべきと考える。

              ・拠点ごとの集約人数の把握と合同訓練の意義説明が有意義。

     9月の定例会議にて種類別に数の報告をする。

3. その他

吉野浩二（矢畑自治会代表）、高橋夏木（矢畑防災リーダー）

西村広一（西久保自治会代表）、粕谷勉（浜之郷自治会⾧）

⾧谷川健一（浜之郷防災リーダー）、内藤一夫（下町屋自治会⾧）

杉村一憲（TBS自治会⾧）、飯田久美子（サニータウン自治会代表）

植松進（サニータウン防災リーダー）嵩比呂志（ホームタウン防災リーダー）

小室喜久雄（民生委員 矢畑）、尾坂清（鶴嶺東コミセンセンター⾧）

       安否確認、人的弊害、物的弊害

鶴嶺東地区まちぢから協議会会議報告書

＜主な内容＞

1.  鶴嶺東地区全体の防災訓練について

             ・前年度同地区防災訓練結果を踏まえる。

第 2 回会議

             ・AEDについての講習会等は別途案内する。

令和４年7月15日全部会 13時より 終了後各部会会議

＜次回の予定・内容＞

       避難所までの目視確認、情報伝達の訓練

2. 各自治会感震ブレーカー発注について

               ・当部会の副部⾧専任についてはその役職を置かない事に決定。

☞ 以下に報告願います
  森谷会⾧ 〒253-0084円蔵1350

     出席者計： 16名（敬称略）

＜その他＞

出席者：  吉原弘子（TBS防災リーダー）、森谷会⾧（円蔵自治代表）

               坪井一樹（アイランズ自治会副代表）、池亀（市民自治推進課地区担当）


